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我
々

が

日

々

疲
勞
を

鏖
す

活
動
し

得

あ
は
全
ー
活
動

の

給
源
紀

る

を
榮

養
素
を

供
給
す
る

食
品
が

あ
る

か

ら

養
・

瞿
學
の

研
究
も

從
つ

て

大

切
な

事
項
で

暴
我
が

國

長
・

も

相

當
に

考
へ

ら

れ

る

樣
に

な
つ

て

來

蕪
し

我
々
は

單

替
瀁

・

叩

を

叢
す
る

の

み

で

は

躄
出

來
な
い

即

ち
茸ハ

處
に

嗜一
好
ご

云

ふ

も
の

を

考
へ

ね

ば
な

ら
ない
い

營
養
素
も

吾
人
の

嗜
好
に

適
す
る

樣
に

礫
さ

れ

て

こ

そ
偸
快
・

攝

賢
れ
て

そ

こ

・

物
を

食
べ

を
云
ふ
・
、

毫
我
々

に

は

あ

遙
味
を

撃

る

様
に

な
る

も
の．
で

あ
る

而

し
て

生

活
が

向
上
し
て

來
・

に

連
れ

其
の

嗜
好
も

色
々

羲
讐
な
つ

て

來
る

も
の

で

あ

る
、

我
が

國

優
近
來

營
養
に

關
す

る

書
籍
は

か

な

b
見
受
け
る

が
こ

の

嗜
好
ご

云

ふ

點
に

關
し

て

は

全
く

忘

却
さ

れ

て

居
る

様
で

あ
る

こ

の

意
昧
に

於
工

編
者
は

淺

學
を
も

顧
み

す
、

大

阪
高
工

難
科
に

在
職

中
餘
暇
を

利
用

し
て

股

稿
し
大
跡
な

調
昧
料
で

あ
り
、

嗜
好

品
で

あ

り

同

時
に

營
養
物
な

る

醸
造
物
を

解
説

し

た

所
以
で

あ

る

　

　
　

　

第

一

編

　

總

　
　
　
　
貌

　

　
　

　
　

　

　
　
第

胴

章

　

釀

造

物

の

定

義

　

彼
の
「

ヤ

ン

セ

ン

」

父

子
が

顯
微
鏡
を

發
朋
し
て

以

來
細
菌
學
は

長
足
の

進

歩
を
來
た
し

た
こ

同
時
に

近
鋸

應
用

菌
學
も

著
し
い

發
逹
を
遂

げ

微
生

物
に

よ
り

生
産
せ

ら

れ

る

製
品
も

亦

數
ふ

る

に

遑
な

き
程
で

あ
る
。

扨
て

醸
造

簪
ほ
こ

れ

ら
製

品
全
部

を

指
示

す
ぺ

き

も

の

な

る

が
、

便
宜

上

本

書
に

於
て

は

其
れ

等
の

中
飲

食
物
に

限
っ

て

意
昧
す
る

も
の

ざ

す

る
、

で

著
者
は

大

體

次
の

如
く

醸
造
物
を

定
義
せ

ん
ざ

古

る

も
の

で

あ

る
、

「

醸
造

物
ざ

は

有
盆
な
る

醸
造

菌
類
及

び

主
こ

し
て

驀

等
の

菌
類
の

含
有
す

る

酵
素
の

作
用
を

利

用
し
農
産
物
を

醸
し
生
産
せ

し

も
の

及
び

概
生

産

　

物
に

加
工
せ

し

飲
食
物
な
り

」
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マ

丶

併
し
嚴

密
に

本

青
裂
せ

し
品
目

に
つ

い

て

吟

昧
す
る

時
は

全

然
醸
造

菌
類
の

作

用
に

よ
ら
ざ
る

飴
の

如
き

曹
、

灘
節

、

鹽
辛
の

如
き

菌
類
の

作

用
を
−

け

毫
列
擧
せ

ざ
・

あ

麦
疆
固
形

酵
母
の

如

叡
食
物

で

な
い

も

の

も
あ

る
、

羲
種
の

疆
の

如
き

は

單

三
種
の

色
澤

を

附
‘

る

の

み

に

止
ま
る

も
の

が

あ

・

が

是
等
の

も
の

は

學
問
の

上
か

ら

易
論
の

事
、

實
際
の

上
か

ら
も

頗
・

密
接
の

關
係
を

有
し

て

居
る

か

ら

是
を
相

互
に

論

じ
セ

b
研
究
し
た

り

す

る

事
は

大
い

に

興

味
あ

る

事
ざ

思

ふ
、

偖
醸
造
菌
類
を
大
別
す

る

‘

次
の

三

類
で

あ
る

、

　
一

、

　
メ

ク

テ

リ

ヤ

　
　
ニ

、

酵
母「
　

三
、

黴一
類

で

こ

れ

ら
の

中
に

も

有
害
な
も
の

無
害
な
も
の

・

有

禁
も

の
、

嘉
る

の

で

前

逋

蹇
義
中
有
釜

な
も

の

唇
記
し
た
の

は

・

れ

が

π
め

で

め
、

、

徇
ピ

ー

貨
本
酒

を
造
る

に

は

酵
母

の

作
用

茵
・

・

事
大
で

あ

麹
甘

酒
を
作

る

に

熱
類
の

カ
を

借
り
、

乳
酒
や

酢
を

造
る

に

は
バ

ク

す
。

の

作
用
を
利
用
す

る

の

で

あ

る
、

抑
細

菌
を
利

用
し
て

萼
の

驤
造
物
を

製
造

薯
事
は

西
洋
よ

り

も

東
洋
の

方
が

優
れ

て

居
た

、

我
が

東
洋
人
が

歐
米

筌
鳬
農
噌

籀
の

如
き

滋

餐
調
昧
料

等
を

自
由
に

而
も

安
價
に

作
り

日

常
の

健
康
を

保
持
し

家
た

り

し
は

全
く

肉
眼
に

て

見
得
漁

微
生
物
の

働
を

尤
も

巧

妙
に

應
用
す

る．
縄

驗
を

有
し
て

居
た

た

め
事・

あ
る
、

而
か

も
現
代

経
驗
の

手
・

西
洋

人
が

創

始
の

撃
的
研

究

蓮
嬰
を
加
昧
す
・

こ

昌
よ

り

雇
偉
大

な

美
惠
を

受
け

、

時

響
な

霊

否
寧
ろ

全
然

微
生

物
を
使
用
せ

す
科
雄

的
製
造

の

時

期
こ

な
っ

て

來
紀

の

で

あ

る
、

彼
の

有

名

芸
・

ゼ

・

」

纛
測
の

釀
造

酒
を

＋
年
足
ら
す
に

し
て

全

籍
學
的
新
釀
造

酒
に

響
し
め

た

で

は

な
い

か
、

今
後
は

芒
新
釀
造

酒
の

時
代
で

な

く
て

は

な
ら
ぬ

、

　

　
さ

れ

ば

上

述
の

定

饕
現

僉
於
・

の

み
多
少

通
用
す
る

も
の

に

て

遠
か

ら

叢
物
こ

し

て

奪
る

に

止
る

事
・、

信
す

、

又
左

樣
な
、

事
を

希

望
す

る

の

で

あ
る

、

　

　

　
　

　
　

　
　

第

二

章

釀

造

物

の

物

顛

　

　

前
章
に

於
て

醸
造

物
の

範
圍
を
定
め

怠
、

咨
醸
造
物
の

分

類
に

關
し
て

記
し
て

見
や
・

つ
、

一
、

れ

に

關
し

て

は

川
上

七
郎

磊
門
氏

劵
霪
が

最
も
其
の

當
を

得
て

居
る

ピ

思
ふ

か

ら

氏
の

分
類
法
を
記

す
る

事
に

す
る
、

　

釀

造
物
を
大
別
す

る

時
は

次

の

如
く

滋

養
品
嗜
好

品

調
味
料
並
に

其
他
の

副
産
物
こ

な
る

の

で

あ

る
、

　

　

第
一

類
　
甘
味
即

ち
砂

糖
類
を
圭

要
の

成

分
こ

す

る

も
の

、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

四

三

　

　

　
　

論

説

　
嗜

好
品
こ

し
て

の

醸

造
物
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論
　
説

　

　

嗜
好
品
ε

し

て
の

醯
造

物

第
二

類

第
三

類

第
四
類

第
五

類

四
四

辛
味
即
ち

酒
精
を

缺
く

可
か

ら
ざ
る

成
分
ε

す
る

も
の

、

蛋
白

質
乃
至

其
の

分
解
産
出

物
、

若
く
は

之
ご

鹹
味
即

ち
食

鹽
等
の

抱
合
を

主
要

の

成

分
ε

す
る

も
の

、

酸
昧
即

ち
有
機
酸
類
を
圭
要
成
分
こ

す
る

も
の

及
び

其
の

製
成
に

有
機
酸

類
の

作

用
を

缺
く

可
ら

す
ご

す
る

も
の

、

調
成
原
料

及
び

副
産
物

、

　

　
　
　
　
醗

遒

物

の

分

類

一

覽

第
一

類

　
甘

味
即
ち

砂
糖
を
圭

要
の

成
分
こ

す
る

も
の

、

　

　
一

、

飴

　

　
二

、

麥
芽
糖
η

ジ

ラ

ツ

ブ

L

　
　
三

、

甘
酒
（

醴
）

　

四
、

澱
粉
糖
「

シ

ラ

ツ

プ
」

第
二

類

　
辛

味
邸
ち
酒

精
を

缺
く

可
か

ら
ざ
る

成

分
ε

す

る

も
の

ー
酒

類
（

酒
精

含
有
飲
料
）

第
一

轟

醸
造

酒

　

第
一

属

果
實
酒

　

　
一

、

萄
葡
酒

　
　
二

、

林
檎
酒

、

　
　

三
、

其
の

他
の

果
實

酒
　
　
四

、

沸

騰
酒

　
第
二

斑
　
乳
酒

、

附

蜜
酒
等

　

　
一

・

ケ

ブ

イ

ヤ

・

　
二

、

ク

ー
ミ

ス

　

　

三
も

マ

ズ

ソ

　

　
四

、

レ

ー
ペ

ン

　

　
王

、

其
他

の

乳
酒

　

第
三

囁
　
植
物
汁
液

酒

　

　
一

、

パ

ル

ク

　

　
ニ

、

ト

ッ

ヂ

　
　
三

、

其
他
の

植
物

瀞
液

酒

　

第
四

區

穀
類
洒

　

　
　
甲

、

康
洋

式
毅
類

酒

　

　
　
　
一

、

清
酒

　
　
二

、

地

傳
酒
（

赤
酒
）

　
　
三

、

濁

酒
　
　
四

、

朝

鮮
藥

酒
　
　
五

、

朝
鮮
濁
酒

　

　
　
乙

、

西
洋
式

穀
類

酒

　

　
　
　
一

、

下
而
醗
酵
麥
酒

　

　
二

、

上
面
醗

酵
麥
酒

　

第
二

群
　
蒸

餾
酒

　

　
第
一

驅
　
火
．

　

酒

　

　
　
甲

、

内
地
蘆
火

酒

六
、

蜂
蜜
酒

亠

ハ
、

仙
頁
洒
旧

　
　

・

七
ヤ

紹
興
洒旧

N 工工
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一

，

粕
取
り

燒
酎

　
　
二

、

清
酒

醪
取
燒

酎
　

　
三

、

清
酒
燒

酎
　
　
四

、

九

州
球
應
燒

耐
　

　
五

、

琉
球

泡
盛
燒

酎

　
　
亠

ハ
、

薩
摩
の

甘

藷
燒

酎
　
　

七
、

精
製
蟯

酎

　

乙
、

東
洋
及

南
洋
産
火

酒

　
　
一

、

朝

鮮
燒

酒

　

　
二

、

高
粱
酒

　
　
三

、

米
酒

　
　
四

、

蕃
薯
酒

　
　
五

、

糖
密
酒

　
　
⊥

ハ
、

ラ

ム

　

　
七

、

ア

ラ

ッ

ク

　
　
入

、

湯

酒
其
の

他

の

支

那
燒
酒
　

　
九

、

乳

酒
製
火

酒
其
の

他

　

丙
、

歐
米
産
火
酒

　
　
一

、

ブ

ラ

ン

デ

ー

　

　
二

、

其
の

他
の

果

實
製
火
酒

　
　一

『

ウ

イ

ス

キ

ー

　
　
四

、

ノ

ー
ル

ド

ホ

イ

ゼ

ル

　
　
五

。

ウ

オ

ー
ッ

カ

　
　
⊥

ハ
、

馬
鈴

薯
火
酒

　
　
七

、

眞
正
「

ジ

シ

」

　
、

八
、

っ
フ

キ

ラ
」

及
「

メ

ス

ヵ

ル

」

　
　
九

、

精
製
酒

精
附
プ

ル

ー
フ

、

ス

ピ

リ

ツ

ト

第
二

區

加
工

蒸

餾
酒
（

再
製
酒
）

　

甲
、

甘
　
味
　
洒

　
鹽

　
　
1
、

葡
萄
糖

を
圭
要
廿

昧
こ

す

る

も

の

　
　

　
一

、

味
淋

　
二

、

自

酒

　

主

な
る

昧
淋
墓
再
製
酒

　
　
2
、

甘
蔗
糖
を

圭
要
甘
昧
こ

す

る

も
の

　
　
一

、

リ

キ

ユ

ー
ル

及
カ

ジ

ァ

ル

の

類
　

　
二

、

リ

キ

ユ

ー

ル

の

部
に

入

る

べ

き

東
洋
再

　
　

　
製

酒
附
東
洋

藥
洒

類

　
　
3
、

甘

味
萄
葡
酒

　
　

　
圭

な
る

甘
味
萄
葡
酒
附

藥
用
萄

葡
溏

　
乙

、

ビ

ツ

タ

ー

　
　
主

な
る

ビ

ッ

タ

ー

丙
、

擬

造

　
酒

　
　
生
な

る

擬
造
酒

　
丁

、

其
の

他

再
製

酒

　
　
｝

、

紅
　
　
酒

戌
、

調

　
合

　
酒

論

読

　
嗜
好
品
ε

し

て

の

醸
造
物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

五
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論

説

　
嗜
好
品
ε

し

て
の

釀

遭
物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

六

　

　
　
　

　
圭
な

る

調
合

酒
附
本
邦

調
合
酒

　

　

第
三

類
　
蛋
白

質
乃
至

其
の

分

解
産
出
物
著
し
く

は

之
ご

戯
味
即
ち

食
鹽
を
圭
要
の

成
分
ピ

す
る

も
の

、

　

　
　
　

　
　

　
（

附

脂
肪

を
主
成
分
ε

す
る

も
の
）

　

　
　
一

、

醤
油

　

　
二

、

溜
　

　
三

、

支
那

醤
油

　

　
四

．

味
噌
　
　
五

、

マ

ギ

ー

　

　
亠

ハ
、

ソ

ー
ス

　

　

七
、

納

豆

　
　
八

、

乾

酪

　

　
　
九

、

牛
酪

　
　
十

、

其
他

　

　
第
四

類
　
酸
昧
即
ち

有
機
酸
類
を

圭
要
の

成
分
こ

す
る

も

の

及
び

其
の

製

成
に

有
機
酸
類
の

作
用
を
欠
く

可
ら

す
ご

す
る

も
の

　

　
　
｝

、
、

食
酢

　
二

、

清
物

　
三

、

ヨ

ー
グ

ル

ト

　
四

、

其
他

　

　
第
五

類

　
調
製

原
料
及

副
産
品

　

　
　
一

、

緯
麹

　
　
二

、

固
形

酵
母
　
　
三

、

純
粹

酵
母
　

　
四

、

米
麹
　

　
五

、

麥
芽

　
　

六
、

黐
子
　

　
七

、

臼

紬
　

　
入

、

紅
黐

　

　
　
九

、

酒
粕

　
　
十

、

淌
化
捌

　

　
　
　

　
　
　

第

三

章

　

釀

造

物

の

原

料

本

章
に

於
て

ば

單
に

釀
造

物
ご

農
産
原
料
ε

の

關
係
を

逋
。

へ

詳

細
に

關
し
て

は

後
章
に

於
て

解
説

す
る

事
こ

す
る
、

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　

第
一

類
　

　

飴
　

　
紺
咫

　

（

イ
、

ハ

、

へ

）

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　

第

二

類
　
　

酒
　
　

類
　
　
（

イ
、

　
ロ

、

　
ハ

、

　
二

、

ホ

、

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

｛

第

四

類

醋

類

　　農 睡
　　産 撮
　 　 物 料

　 の へ

香 孚L 果 看艮 孜　穀

辛 汁 實

類 類 類 類 類 類

゜
（

イ
）

（

こ

（

ハ

）

（

二

）

（

ホ
）

（

へ

）

第

三

類

醤

油

類

乳

製

類

（

イ
、

ロ

、

ホ
、

へ

）

纛

　
右
の

内
穀
類
ご

根
楽
類
の

圭
要
成
分
は

澱
粉
類
で

あ
っ

て

此
の

澱
粉
類
は

糖
化
諸
酵
素
の

作

用
に

よ
っ

て

糖
分
即
ち

飴
類
に

變
化
す

る

の

で

あ

る

、

果
實
類
の

重
要
成
分

ー3
重
に

糖…
分

で

あ

る

が

中
に

は

澱
粉
質
の

も
の

も
あ

る
、

乳
汁
の

重
要
成
分
ば

糖
分

で
、

原

料
が

澱

粉
質
の

も
の

な
れ

ば

糖

化
諸
酵
素
に

よ

つ

て

糖
分
に

變

じ
、

糖
分
が

重
要
成
分
な

る

ご

き
は

そ

の

儘
こ

れ

等
の

糖
分
に

酒
精
醗
酵
素
な
る

も

の

を
作

用
せ

し
め

て

酒

精
ご

羨

酸
琵
斯
に

分
解
L

山

灰

酸
瓦

新
は

放

散
す
る

故
酒
精
の

み

液

中
に

殘
b
て

酒
類
が

生
す
る

の

で

あ

る
、

　
次
に

菽
類
ぱ

澱
粉
も

重
要

成

分
た
．

う

が

蛋

白
質
が

他
の

農
産

物
よ
り

多
量
に

含
ま
μ

ブ、

居
る

か

ら

醤
油
類
の

原
料
に

供
せ

ら
れ

る

の

で

あ
る

何
乙
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な
れ

ば

醤
油
は

調
味
料
で

あ

る

ご

同
時
に

滋
養
品
た

る

べ

き

も

の

で

蛋
自
質
を

多
く

含

ま
せ

る

必

要
が

あ

る
か

ら

で

あ

る
、

で

醤
油
は

菽
類
ご

穀

顛

ε

を

原
料
こ

し

だ

も

の

で

澱
粉

類
は

糖
分
ご

な

り
、

蛋
自

質
億

蛋
臼

分

解
諸
酵
素
の

作

用
ロ

よ
b

「

ア

〃

プ

モ

ー
ズ
ー

「

ペ

プ

ト

ン

」

以

下
の
「

ア

ミ

ノ

」

酸
類
に

分
解
す

る

事
に

ょ
り

製

成
袖

る

も
の

で

あ

る
、

　

次
に

乳
汁
中

糖
分
以

外
の

主
要
成
分
は

蛋
臼

質
こ

脂
肪
ご

で

あ

る
、

是
等
の

主
要
成

分
は

そ

れ

ぐ
細
菌
の

作
用
に

ょ

つ

て

乾
酪
ご

な
り
牛
酪
ピ

な
b
得
る

も

の

で

あ

る
、

　

第
四

類
の

酷

類
は

其
の

圭

成
分
紀

る

酷
酸
が

酒

精
分
解
酵
素
に

ょ
る

酸

化
作
用
に

ょ
つ

て

生
す
る

も

の

故
、

酒
精
を
含
ん

で

居
る

酒

類
は

皆
醋
ε

な
も

得
べ

き

も
の

で

あ

る
、

　

で

今
迄

の

醸
造
法
に

ょ
る

釀
造
物
の

香

味
は

そ

れ

ー
其
の

原
料
の

主
要

成
分
が

同
一

で

あ

る

‘

も
香
昧
上

に

其
の

も
の

特
有
の

特
徴
が

あ

る

如

く
に

其
の

使
用
す
る

原
料
に

ょ
り

夫
々

特
“
の

香

昧
を

備
へ

て

居
る

例
へ

ば

麥
か

ら

作
つ

た

も

の

は

麥
ら
し
い

香
味
を
米
か

ら

作
つ

紀

も
の

は

米
ら

し
い

香

味
を

有
し
て

居
る

の

で

あ
る

叉

同

じ
燒
酎
で

も

清

酒
燒

酎
、

粕
取
燒
酎

、

芋
燒

酎
等
皆
其
の

香

味
を
異
に

し

て

居
る
、

　

で

釀
揩

物
は

各
地

特

有
な
も
の

が

多
く

而
し
て

其
地
特

有
な

農
産
物
を

原
料
こ

し

て

居
る

、

例
へ

ぽ
日

本
に

日

本
酒
が

あ
る

は

昔
か

ら

米
が

多
く

取
れ

な
総
め
で

、

獨
逸
に

ピ

ー
ル

が

多
く

佛
國
に

葡
萄
酒
の

多
き

は

前
者
に

麥
が

多
く
後
者
に

葡
萄
の

産
が

多
い

翁
め

で

あ
る

爾
釀
造
物
は

吾
人
の

食
料

品
ご

し

て

缺
く
べ

か

ら
ざ

る

も

の

を
圭
こ

し
て

原
料
ざ

し
て

居
る

殊
に

日

本

酒
の

如
き

は

常
食
米

を
使
用
し

て

居
る

如
く

極
め
て

不

經
濟
的
に

思
は
れ

る

の

で

あ

る

が
、

此
の

擱
題
に

關
し
て

は

後
章
に

於
て

是
非
詳
細
に

解
決
し
て

見
陀

い

巴

思
ふ

、

第

四

章

　
醸

造

物

の

價

値

　

近

頃
國
民
の

營
養
及

び

食
料

問
題

生
活
改
良

問
題
の

研

究
が

極
め

て

盛
ん

で

あ
る

が

單
に

滋

養
こ

し

て

安
價
ご

云

ふ

事
に

の

み
着
眼
し

て

吾
人
の

生
命
を
つ

な

ぐ
こ

ε

の

み

を

考
へ

て

居
る

樣
で

あ

る
、

　

然
し
物
を
食
べ

飮

む
ご

云
ふ

事
が

單
に

命
を
つ

な

ぐ

た

め

だ
こ

云

ふ

單

純
に

は

意
味
に

解
釋
し

得
べ

き
も
の

だ
ら
う

か
、

著
者
等
は

其
の

中
に

も

あ
る

慰
安
そ

し
て

美
味
を

欲
す

る
、

毎

旦
ヲ

粕
ば
か

り

を

食
ひ
た

く

な
い

、

時
に

は

自

米

飯
も
鯛
の

さ

し
み

も
こ

思

ふ

の

で

あ
る

、

　
い

く

ら

滋

養
が

あ

る

も

の

で

も

其
の

香
味
が

文
明

入
の

嗜
好

に

適
せ

ぬ

も

の

は

吾
人
日

常
の

食
品
こ

し
て

は

不

適
當
で

あ
る

、

然
し
な
が

ら

幸
に

も

極
端
の

も

の

に

な

る

ご

少
し
も
滋
養
の

効
無
く

適
度
人
の

紳
經
を

剰
戟
し
て

佳

快
作

用
を

現
は

す

に

依
り

而
か

も

不
味
な

滋

養
品
を

美
昧
に

而
も

其
の

營
養
の

攝

取
ご

淌
化
ご

を
助
長
し

生

活
機

能
を

助
長
ず
る

嗜
好
品
ご

調
昧
料
ご

が

人
工

に

よ

り

調
製
す
る

事
が

出
凍
る

の

で

あ

る
、

，

醸
造
物
の

如
き

は

實
に

其

の

嗜
好
品
で

あ

り

調
味

料
こ

し
て

食
品
上
大
な
る

地
位
を
占
め

て

居
る

も

の

で

あ

る
、

例
へ

ば
豆

腐
は
非
常
に

滋

養
に

　

　
　

　

論

説

　

嗜
妊
品
¢

し
て

の

醸

造
物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

七
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論

　
説

　

嗜
好

品
ξ

し
て

の

醸
造

物

　

　
　

　
　

　
　

　
、
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

四

入

富
ん

で

居
る

が

單
に

そ

れ
だ
け
で

は

美
味
く

な
い
、

そ
れ

を

醤
油

に
つ

け
て

食
べ

る

ε

非
常
に

美
味
し

く

食
べ

ら
れ

る

の

で
剛

切
の

所
は

二

切
ご

食

慾
を
も

君
進
す

る

の

で

あ
る
、

そ
の

外

胡
瓜
の

如
き

其
の

儘
で

は
一

寸
食
べ

に

く

い

が

漬
物
に

し
紀

う

叉
は

酢
の

物
に

す
る

ピ

美
昧
し

ぐ
飽
ぐ
研

を

知
ら
な
い

の

で

あ
る
、

　
か

ぐ

の

如
ぐ

喰
物
が

調
昧
料
ご

嗜
好

品
ざ

に

よ

b
料
理
せ

ら
れ

た

り

調

昧
せ

ら
れ
た

り

す
る
、

却
ち
食
物
の

外
觀
ご

香

昧
ご

が

漁…
經

作
用
を
刺
戟

昂
奮
す
る

様
に

出
來
て

ゐ

る
ご

始
め

て

唾
液
が

出
て

來
た

b
、

胃
液
が

出
て

來
た

b
し
て

、

食
慾
が

増

進
し
た

う
淌…
化
が

完
全

に

行
は

れ

た

り

す
る

の

で

あ
る
、

　
更
に

そ
の

儘
で

も

美
昧
し
い

も

の

も

更
に

美
味

し
く

し
て

食
せ

ん
ご

す
る

の

け

文

明
人
の

要
求
で

あ
り

常
に

心
掛
け

て

居
る

事
で

あ

る
、

　
一

體
日

本
入
の

宴
會
會
に

は

色
々

の

御
馳
走
が

出
る

が

酒
ば
か

b
飮
ん

で

御
馳
走
を

食
べ

な
い

樣
で

め
る
、

然
し

こ

れ

は

全
く
位
置
轉
倒
で

酒
は

御
馳
走
を

美
く

し

く
し
て

澤
山

食
べ

る

樣
に

す
る

た

め

で

あ

る
、

で

次
に

歐

米
に

於
け

る

宴

會
の

料
理
ご

御
酒
こ

の

順
序
關
係
に

關
し

略
述
し

て

參

考
に

し
て

や
う

ふ
、

　
先
づ

宴

會
の

開
か

れ

る

前
に

は

ア

ペ

タ

イ

ザ

ー
胃

稱
し

食

慾
を

増
す

儒
に

次
の

酒
類
を
用
ひ

る

の

で

め
る
、

　
　
ク

テ

ー
ル

、

　
　

　

セ

リ

ー
、

　

　
　

ベ

ル

モ

ヅ

ト
、

　

　
　
　
マ

ル

サ
ラ
、

　

等
の

冷
し
た
も
の

　
次
に

オ

ル

ド

ー
ブ
ル

即
ち
食

卓
に

着
い

た
時

の

抓

み

食
い

に

は

　
　
ス

ー
プ

に

は
　

　

　

セ

リ

ー
　
　
　
η
A

は
マ

デ

ィ

ラ

　
野

楽
に

は

其
の

他

　
　
ぺ

〃

モ

ッ

ト

　

　

叉
は

ベ

ル

モ

ッ

ト

コ

ク

テ

ー

ル

　
次
に

蠣
に

は

　
　
モ

ー
ゼ

ル

ワ

イ

ン

　

　
又
は
ソ

ー

タ

ン

其
の

他
ラ

イ

ン

ワ

イ

ン
（

自

萄
萄
酒
）

　
魚
肉
に
は

蠣
の

塲
合
ご

団
樣
で

而
し

て

同

じ
魚
肉
に

て

も

脂
肪
の

多
い

も
の

に

は
ボ

ル

ド

ー
の

白
の

よ

う
な
む

く

の

あ
る

物
淡
白
の

肉
に

は

ラ

イ

ソ

「

モ

ー
ガ

ル

」

産
の

バ

川

ガ

ン

デ

ー
を

用
ひ

る

の

で

あ
ゐ

、

　
ア

レ

ト

レ

ー

に

は

　
　
ク

ラ

レ

ヅ

ト

　

又
は
チ

ヤ

ン

チ

　

　
赤
萄
葡

洒

　

　
マ

デ

ク

ラ
（

冷
や

す
）

　
ロ

ー

ス

ト

肉
に

は
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ク

　
ラ

　
レ

　
ッ

　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

赤
萄
葡

酒
）

　

　
　

　

　
　

　
　

　

（

部

屋
の

温

度
）

　

　
又
は

メ

ル

ガ

レ

デ

　
野

禽
肉
に

は

　

　
シ

ヤ

ン

ペ

ン

　

」
久

は
オ

ー
ル

ー3

ウ

イ

γ

テ

ー

ジ
o

シ

ヤ

ソ

パ

ン

　
ト

ー
ス

ト

に

は

　

　

シ

ヤ

ン

バ

ン

　
糖

類
に

は
　
　
　
マ

デ

イ

ラ

　
チ

ー
ズ

に

は

　

　
ポ

ー
ト

ワ

イ

ン

　

　

部
屋
の

温

度

　
果
物
に

は

　

　
マ

　
　
ラ

　
　
ガ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

（

ト

ケ

ー

ワ

イ

ン

）

　

　
マ

ス

カ

ッ

ト

（

部
屋
の

温

度
）

　
コ

ー
ヒ

ー

に

は

　

　
ブ
　
ラ

　
ン

デ

ー

　

　
　

　

　
　

　
　

　

（

リ

ク

オ

ァ

）

　

　
叉
は

リ

キ

ユ

ー

ル

　
そ

れ

か

ら
宴
會
が

開
く
ド一

曹
達
水
麥
酒
を

飮
む
の

で

あ

る

の

で

洋

食
に

添
へ

る

洋

酒
は

醉
を

買
ふ

に

飮

む
の

で

な
く

味
を

助
け

る

爲
め

に

飮
む
も

の

で
「

ア

ー
ト
、

オ

ブ
、

ド

リ

ン

キ

ン

グ

」

な

ざ

云
ふ

術

語
さ

へ

あ

る

程
に

、

宴
會
に

用
ひ
る

洋
酒
は

食

物
の

味
は

濃
淡
に

調
和
ご

云

ふ

こ

ご

が

最
も

大
切
な
も

の

で

あ
る
、

　
さ

れ
ば

釀
造
物
は

調
味
料
ご

嗜
好

品
こ

し
て

食
品

上
の
】

要
素
ε

し
て

頗
る

重
大
の

位
置
を

占
め

て

居
る

も
の

こ

云
は

ば

ね

な
ら

な
い

、

　

更
に

著
者
は

釀
造
物
中

酒
類
の

慰
安
上

大
な

る

價

値
あ

る

事
を

唱
導

し
把

い

も
の

で

ゐ
る
、

．

　

吾
人
が

日

常
孜
々

ご

し

て

勞
働
し
て

居
る

反

面
し

あ
る

慰
安
娯
樂
が

必

要
で

あ

る

事
は

論

者
の

等
し

く

認
め

る

所
で

あ

る
、

而
し
て

其
の

慰
安

の

方
法
に

種
々

あ

る
、

旋

行
、

芝
居
見

物
、

讃

書
等
は

共
の

例
で

あ
る

が

こ

・

に

忘
る

・

事
の

出
來
な
い

慰
安
は

酒
を
飮
む
ご

云
ふ

事
で

あ
る

娯
樂
で

安
で

あ

る

か

ら
各
人
に

よ

ら

其
の

方

法
の

異
な
る

は

勿
論
で

あ

る

が

下
戸

黨
は

餅
菓
子
を
食
べ

た

り

芝
居
見
物
を
し

た

b
す
る

が
、

上
戸

黨
は

時
に

あ

b
慰
待
合
に

美
妓
を

聘
し
飲
酒
を
な

し

陶
然
恍
惚
こ

し
て

無
我
の

境
し

入
b
淨
世
の

憂
を
息

る

》

の

で

あ
る

　
｝

體

慰

妥
は

後
日
の

勞
働
の

精
力
の

養
成
が

あ
っ

て

「

下
戸
の

建
て

た

藏
が

な
い
」

ご

云
ふ

程
酒
は

慰
婁
に

よ

い

も
の

こ

見
ね
る
、

然
し

な
が
ら

そ
れ
も

程
度
問
題
で

「

仲
仕

藝
者

の

建
て

把

臓
が

無
い
」

ご

云

ふ

諺
の

如
く
よ
い

慰
安
の

酒
を

飮
ん

で

ょ
く

働
い

て

も
慰
安
に
の

み

耽
る
ご

反
つ

て

貧
乏
を
す
る

の

で

あ
る
、

　

以
上
は

稍
極

端
に

過
ぐ

る

議
論
で

あ
る

實
際

問
題
に

於
て

泰
H

營
々

こ

し
て

勞
働
せ
る

農
夫
職
工

乃
ち
筋
肉
勞
働

者
其
の

他
の

も
の

が

歸

來
晩
酌

論

翫

　

嗜

好
晶

ピ

し
て

の

醸
造

物

四

九
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論

　
設
　
　
嗜
好

品
ε

し

て

の

醸
造

物
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

五

G

に

陶
然
こ

し

て

疲
勞
を

快
復
し

意
氣
を

暢
伏

に

し

て
、

併
ゼ

て

心
身
の

健
康
を
保
つ

⊥
に

は

必

要

缺
ー

べ

か

ら
ざ
る

も
の

で

あ

ら
う
、

　

米

國
勞

働

者
は

「

署
。

鑒
興

冩
。

奮
穿
」

ご

叫
び

、

　

日

本
勞
働

者
が

世
の

中
に

女

無
く
こ

も
、

酒
な
か

b
せ

ば
、

は

し

は

こ

の

世
を
御
免
蒙

う
む
る
、

ご

何
處
の

勞
働

者
も

皆
酒
に

ょ

り
一

日
の

勞
力

を

慰
藉
し
叉

精
力
の

回
復
劑
｛

し

て

居
る

事
は

事
實
丁

酒
が

勞
働
者
慰
安
上

大

な
る

價
値
あ

る

は

推
し
て

知
る

べ

し
で

あ
る
、

　

更
に

釀
造
物
の

滋

養
上
の

價
値
L

付
き

少

し
く

逋
べ

て

見
や
う
、

　

で

醸
造

物
の
士
亠

要

成
分

は

分
類
の

塲
合
に

述
べ

て

あ

る

樣
に

大

體
次
の

様
眠

あ

る
、

　
　
一

、

糖
類
　
二

、

蛋

白

質
及

分
解
生
産
物
　
三

、

酒
精
　
四

、

有

機
酸
　
五

、

酵
母

、

黴
類

．

バ

ク

テ

リ

ヤ

酵
素

等

　

で

糖
分

、

蛋
白

質
等
が

滋

養
に

な
る

事
は

今

更

喋
々

を
要

し
な
い

の

で

あ

る

が
、

酒
精
に

關
し

て

は

世
論
色
々

で

あ
つ

て

其
の

價
値
を

疑
は

れ

て

居
る

樣
で

あ
る
、

然
し

な
が
ら

適
量
に

歙

酒
す

る

な

ら
ば

決
し

て

害

等
な
く

色
々
ご

種
々
の

効
果
が

あ
る

の
で

あ

る
、

こ

れ
に

關
し

て

は

酒
類
の

部

に

於
て

詳

細
に

論

じ
て

見
や
ふ

、

　

次
に

有
機
酸

で

あ

る

が

こ

れ

も
殖

接
に

滋

養
の

効
は

無
い

に

し
て

も
間

接
に

は

大
な
る

効
果
が

あ
る

の

で
ヨ

ー
グ

ル

ト

等
は

其
の
一

例
で

あ

る
、

細
菌
類
の

効
果
は

偉
大
な

も

の

で

彼
の
「

タ

カ

ァ

ス

タ

ー
ぜ

」

の

如
き

も

黴
類
よ

り

取
る

の

で

其
の

外
近
頃
酵
母
は

桑
捌
上

叉
は

食
料
品
ε

し

て

大
い

に

黴

迎
さ

れ

つ

、

あ
る

の

で

あ

る

　
こ

れ
等
に

關
し
て

は

後
章
に

詳
し

く

説

逋
す

る

考
で

こ

・

に

4

省
略
し
て

櫨
く
o
（

以
下

次
號
）
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顯

微

鏡

寫

眞

法

實

習

大

阪
肯
同

等
工
業
學
校

講

師

記

録

　

江

　

原

金

兵

衛

　

　
本

篇
は
予
が

大

阪
高
工

在
崇

中
の

實
習
鎚
録

な

り、

但
し
穎

微
鋭
冩

眞
法
に

就
き

て

ば
爾
二
三

研

究
奄

積

み

他
H

機
な

見
て

最
も

精

確
な

る

も
の

を

本
誌
上

に

發

表
ぜ

ん

こ
ご

な

期
す

、

依

　

　の
り

て

本
篇
は

次

篇
の貞
謬

照
己 ．
し

て
倉H
員
諸…
氏
の

關［
讀
な

得
ば

予
の

欣

幸
こ

す

る

芝

こ

ろ

な
り
、

予
は

數
種
の

か

び
、

酵
偉

、

及
び

植
物
組
織
の

℃

器
℃

貴
緯
Φ

に

就
で

種
々
の

廓
大

度
に

樹
す
る

露
出
時
間
を
研
究
せ

ん
ざ

試
み
た

り
。

最
初
露
出
峙

間
を
定

む

る

事
に

就
て

は

全

く
無
経

驗
な
り

し

よ

ら

甞
て

經
驗
あ

る

普

邇
景
色
用
寓
眞

器
を
媒

用
し
て

相
互
の

焦

點
板
上
に

映

す
る

像

の

明
る

さ

を

比

稼
し
て

露
出
時

間
を

定
め

ん
ピ

企
て

た


